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・自分の家庭を振り返ってみましょう 

・多様な働き方、生き方が選択できる環境を整えましょう 

・ＤＶやハラスメントなどは人権侵害です。一人ひとりが人権尊重の 

 意識を持ちましょう 

・性の多様性を受け入れ、すべての人が「自分らしく」生き生きと暮 

らせる社会を築きましょう 

 

 

 

相談の内容 相談窓口 電話 時間 その他 

人権相談 

女性のための悩み相談 

市人権推進課 

（第２庁舎 １階） 

552- 

6926 

9：00～ 

17：00 

身近な相談窓口として、人権

や生活上のさまざまな相談を

お聞きします。 

必要に応じて関係機関へつな

ぎます。 

 

月～金曜日 

（祝日・年末年始を除く） 

総合生活相談 

畑ふれあい館 
552- 

4401 

9：00 

～  

17：00 

日置ふれあい館 
556- 

2850 

西紀ふれあい館 
593- 

0093 

味間ふれあい館 
594- 

1003 

古市ふれあい館 
594- 

1001 

ふくし総合相談窓口 
市長寿福祉課 

市社会福祉課 

554- 

2511 
8：30～ 
17：15 

どこに相談すれば良いのかわからな
い等、どんなささいなことでも結構
です （祝日・年末年始を除く） 

こころの健康相談 

アルコール相談 

市健康課 
594- 

1117 
8：30～ 
17：15 

月～金曜日 
（祝日・年末年始を除く） 

丹波健康福祉事務所 
0795- 

73-3654 

9：00～12：00 月～金曜日 
13：00～17：00（祝日・年末年始を除く） 

兵庫県こころの健康 

電話相談 

078-252

-4987 

9：30～11：30 火～土曜日 
13：00～15：30（祝日・年末年始を除く） 

ひきこもりに関する 

相談 
市社会福祉課 

552- 

7102 
8：30～
17：15  

月～金曜日 
（祝日・年末年始を除く） 

消費相談 市消費生活センター 
552- 

1186 
9：00～ 
16：30 

月～金曜日 
（祝日・年末年始を除く） 

遺族支援の会 
兵庫・生と死を 

考える会 

078-805

-5306 

 

種 類 相談方法 電話番号等 実施日時 

女性のためのなやみ相談 

（女性カウンセラー） 

電話（直通） 078-360-8551 月～土曜日       
9:30～12:00 

13:00～16:30 

面接(要予約) 078-360-8554 
月～金曜日 
土曜日 

11:00～18:40 
9:20～16:50 

 法律相談(女性弁護士) 面接のみ※なやみ相談(面接)後に予約 毎月 第２水曜日(原則) 

男性のための相談 
(男性臨床心理士) 

電話 078-360-8553 
毎月第１・３火曜日 
17:00～19:00 

女性のためのチャレンジ相談
(女性社会保険労務士等) 

電話・面接 
（要予約） 

078-360-8554 
毎月第１～４木曜日 
10:00～13:00 

情報相談(情報アドバイザー) 電話（直通） 078-360-8557 月～土曜日 9:00～17:00 

不妊・不育専門相談 

（助産師等） 

電話（直通） 078-360-1388 
毎月第 1･３土曜日 
10:00～16:00 

面接（要予約） 078-362-3250 毎月第 2 土曜日 14:00～17:00 

思いがけない妊娠（ＳＯＳ） 

（助産師等） 

電話（直通） 078-351-3400 月曜日と金曜日 10:00～16:00 

メール相談 
http://ninshinsos-sodan.com 

随時受け付け 
返信は原則として 1 週間以内 

丹波篠山市男女共同参画センター情報紙 
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【発 行】 

〒669-2397 兵庫県丹波篠山市北新町 41 

丹波篠山市役所第２庁舎１階 
市民生活部人権推進課 
電話：079-552-6926 

FAX：079-554-2332 

男女共同参画社会とは、「男女が、社会の対等な構成員として、 

自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画す 

る機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会 

的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担 

うべき社会」です。（男女共同参画社会基本法第 2条） 

丹波篠山市では、すべての人がそれぞれの人権を尊重し、その 

個性と能力を十分に発揮できる社会の実現に向け、さまざまな取 

り組みを進めてきました。 

しかし、現状は、職場や地域などで性別役割分担意識が根強く残っており、女性の家事や

育児、介護における負担も大きい状況があります。さらに、ドメスティックバイオレンス（DV）

やセクシュアルハラスメント（セクハラ）などの女性に対する人権問題も生じています。 

「パソナ総合研究所」が 2019 年 3 月に現在就業中の女性を対象に「女性活躍推進に関す

る意識調査」を行いました。その結果、6 人に 1 人の女性が女性活躍の壁と感じるのは「社

会の意識」や「仕事と家庭の両立」と答えています。他にも「子育てへの理解・支援不足」、 

 「男性と比べて家庭責任が重い」、「男性中心の雇用慣行や企業風土、 

人事制度」が高い回答数となっています。働く女性にとっての活躍 

の壁を打破していくためには、これらのことについて見直しを行い 

行政による支援と環境整備などに総合的に取り組むことが重要だと 

いえます。仕事と生活の調和を実現できるよう、家庭のことは家族 

全員で分担したり性別で役割を決めたりしないなど、まず身近なこ

とから積極的に取り組んでいくことが大事だと感じました。 

性別に関係なく、誰もが生き生きと自分らしく暮らせる地域社会をめざしましょう。 

【問い合わせ先】  

丹波篠山市市民生活部人権推進課  

電話番号：079-552-6926 FAX：079-554-2332  E メール：jinken_div@city.sasayama.hyogo.jp 

 



  

 

その 3  

働きやすい環境をつくり、地域の主要産

業になることを目指す 

（背景）農業を次の世代につなげるために、

労働環境、事業環境の改善がまだまだ必要で

ある 

（機会）女性農業者だからこそ気づき、改

善できること、変えられることがある 

 

その 1 

健康的な食生活の実現に取り組む 

（背景）国内にも健康的な食生活を送れてい

ない人がいる 

（機会）生産者として食材を提供すること、

食の大切さを伝えることができる 
 

その 4  

農村の魅力を発信し、地域の農業を維持

する 

（背景）地域を守る農業の価値を再発見し、

まちの衰退を止める必要がある 

（機会）女性農業者だからこそ、地域を巻

き込んだ取組みを推進し、まちを活性化で

きる 

 

その 2  

農業体験から”食”と”農業”の大切

さを教える 

（背景）食料生産の仕組みに関する教育、食

の大切さを学ぶ場合が不足している 

（機会）総合学習として、食の生産現場での

体験学習の機会を設けることができる 

 

その 5  

自然によりそった持続可能な農業の実

現に取り組む 

（背景）持続可能な農業を続けるために、地

域の環境・生態系の破壊の進行を阻止する必

要がある 

（機会）地域資源を活かした循環型農業を

推進できる 

 

 

  人口10万人あたりの自殺死亡者数を表す自殺死亡率の3年平均値（H27～H29）をみると、

本市の数値は全国・兵庫県の平均を大きく上回っています。 

 

～気づき つなぎ 見守り～ 

  日本では、毎年多くの人が自ら命を絶っています。その多くは、さまざまな要因によって心

理的に追い込まれた末の死で、誰にでも陥る恐れがあります。 

  生命を守るために大切なことは、いつもと違う変化に気づくこと、話しを聴き、専門的な機

関につなぐこと、そして優しく見守ることです。 

＜自分と大切な人の命を守るために、できること＞ 

◆悩んでいる方の近くにいる方へ 

  話しをじっくり聴いて、専門の相談窓口への相談が必要だと感じられた場合は、 

相談機関一覧から相談窓口を探していただき、ご本人に相談先を伝えていただくか 

相談窓口に一緒に来てください。もし難しいと考えられる場合は、あなたがご本人 

にどのように寄り添えばよいのかをご相談ください。 

 

◆周りに悩んでいる人がいないと思っている方へ 

悩んでいる人は「周りに迷惑をかけたくない」と思って明るく振る舞っているかもしれませ

ん。普段と少し様子が違うなど、小さなＳＯＳのサインが出ているかもしれません。「いつもと 

違う」と気づいたら、「どこか具合が悪いの？」「眠れている？」などと声をかけてみましょう。 

 

ＳＯＳのサイン 

□「眠れない」とよく口にするようになった  □集中力がなくなり、仕事の能率が悪くなった 

□食欲がなくなった             □遅刻、欠勤、早退が多くなった 

□体調不良の訴えが多くなった        □周囲との交流を避けるようになった 

□表情が暗く、ぼんやりとすることが増えた  □趣味やスポーツ、外出をしなくなった 

□新聞やテレビに関心がなくなった      □飲酒量が増えた 

 

◆今、悩んでいるあなたへ 

誰かと話をすることで、抱え込んでいた思いが打ち明けられたり、自分一人では気づかなか

ったことに気づいたりすることができます。 

市役所をはじめとした相談窓口がいろいろとあります。心配なことに合わせて相談先を探し

ていただき、ご相談ください。 

（※困った時の相談窓口一覧をご覧ください） 

 

うつ病セルフチェック 

□毎日の生活に充実感がない 

□これまで楽しんでやれたことが、楽しめなくなった 

□以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられる 

□自分が役に立つ人間と思えない 

（広報丹波篠山2019.9月号より抜粋）                                             

 

 

 

 

 農林水産省では、女性農業者の存在感を高め、職業としての農業の魅力をもっと多くの方に知

っていただくため、民間企業等の協力を得ながら女性農業者の活躍を社会に発信する農業女子プ

ロジェクトを行っています。 

 2013年 11月、農業を職業とする農業女子メンバー37名と企業9社でスタートし、2020

年 1月時点では農業女子メンバー802名、参加企業33社、教育機関7校となり、現在も全国

で様々な農業女子メンバーが活躍しています。 

プロジェクトの活動の一つは女性農業者が日々の生活や仕事、自然とのかかわりの中で培った

知恵を様々な企業の技術・ノウハウ・アイデアなどと結びつけ、新たな商品やサービスを開発す

ることです。これまで女性も使いやすい軽トラック、農業機械、作業着、農作業具、レインウェ

ア、インナーなど、女性が農業という職業を楽しめるような商品・サービスを発信してきました。 

 農業女子プロジェクトのすべての活動は国連の持続可能な開発目標（SDGｓ）ゴール5「ジェ

ンダー平等を実現しよう」につながっています。第6期(2018年 11月～)からは、SDGｓ活動

を推進し持続可能な社会を実現するために、農業女子メンバーがそれぞれの地域やコミュニティ

においてできることを考え、2019年 7月に“農業者の私たちにできる５つのこと”として取り

まとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「共同参画」2020年2月号より抜粋） 

 

 

自殺予防～地域のきずなで命を守る～ 


